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1 ブラ語名詞/代名詞の特徴

1.文法性が存在しない。
2.複数形成に接尾辞を用いる。
3.可譲渡 alienable /不可譲渡 inalienable の区別が存在する。
4.修飾語に対格をとる構造が存在する。
5.名詞の派生は接辞および重複によって行われる。
6. 1人称単数代名詞に包括と除外の区別がある。
7. 2種類の不定人称表現が存在する。

2 名詞句の構造

2.1 連係構文Konnektiv/Konnexiv/associative construc-

tion

いわゆる「所有構文」。被支配名詞 nomen rectumと支配名詞 nomen regens
は何らかの連係辞 associative morpheme (或いは「所有の連辞」)で結ばれる。
語順は，被支配名詞が支配名詞に先行する。

1.属格構造
(a)被支配名詞が可譲渡名詞
(b) 被支配名詞が非可譲渡名詞
2.対格構造

2.2 直接修飾構文

連係辞を用いず，修飾語は直接名詞の後ろに立って修飾する。直接修飾に

用いられる要素には，名詞，形容詞，数詞，指示詞，限定詞などがある。

2.2.1 名詞

単に被支配名詞に支配名詞を後置したもの。

(1) gùd
̀g
̀m mfwà「木の幹」 (gùd
̀g
̀m「幹」, mfwà「木」)
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(2) �wants
kà mt
kà 「鶏の上部腿肉」 (�wants
kà 「穂を束ねたもの」
mt
kà「鶏」)

(3) gà/ puwà「綿の木」 (gà/「切り株」, puwà「綿」)

(4) mp
l kulyà/「手指の爪」 (mp
l「爪」, kulyà/「手の指」)

(5) t
kshà 	ika「ネコジャラシ」 (t
kshà「高粱」, 	ika「鳥」)

(6) àỳıbà mwa�
lù「バナナに似た植物」 (àỳıbà「バナナ」, mwa�
lù「ハ
イエナ」)

次の例は連係構文。

(7) tsi-a mfwà「枝」 (tsi「手」)

(8) /g̀ılà/-a mfwà「根」 (/g̀ılà「脛」)

(9) bwà/-a mt
kà「鶏の脚」 (bwà/「腿」)

(10) mp
l-a takù「蹄」 (takù「馬」)

名詞による直接修飾構文は，(5)，(6) のように，明らかに合成による名詞
の派生の方法として用いられている例もあるが，(1), (2), (3), (4)のように，
実際連係構文との意味上の区別がつけにくい例も多い。

連係構文の中にも 1単語として認識される例が存在する。(8)は，1単語と
2単語の間で認識が揺れており，次のように二通りの複数が可能である。

(11) /g̀ılà/-ayèr-a mfwà

(12) /g̀ılà/-a-mfw-ayèr̀ı

2.2.2 形容詞

ブラ語には形容詞的に機能するいくつかの語がある。これらには，形態上

他の品詞と区別のつかないものと，重複音節のものがある。後者の多くは動

詞，或いは名詞から派生されたことが明らかである。
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’wala「大きい」 ms
rà「快適な，旨い」
�	aakù「良い」 pwâ「良い」

m
/g
l「黒い」 mwapù「白い」
mamzà「赤い」 sa�
̂l「(背が)高い」

b̀ıl̂ın「新しい」 zura/「深い」
kwadà/「短い」 gùzhàt「長い」

�
�al「強い」 	
	àhu「苦い」
mwumwàsu「すっぱい」 l
l
	ù「涼しい」

rakka「小さい」 l
ffa「ぬるい」

bwàrbwàr「熱い」 g
̀rg
̀r「熱い」
/wal/wal「鋭い」 kalkal「正確な」

(13) pwapu ǹı kwadà/. 「この蛇は短い」

(14) pwapu kwadà/「短い蛇」

(15) pwapu na kwadà/「短い蛇」

(16) pwapu a	i kwadà/「短い蛇がいる」

(17) pwapu a	i na kwadà/「短い蛇がいる」

これらの語は，名詞句の中で被支配名詞を直接修飾し，連係辞はとらない。

しかし (15)では関係詞 naをとっており，これは関係節と解釈すべきである。

複数形容詞 形容詞は重複により複数形容詞を派生する。形容詞は原型のま

までも複数名詞を修飾できるが，複数形容詞を単数名詞に用いることはでき

ない。

(18) mji na �
�al�
�al/�
�al. 「強い人々」

(19) md
 na �
�al. 「強い人」

(20) *md
 na �
�al�
bal.

(21) kudz
̀ha「近い」

(22) kudz
̀kudz
̀ha「お互いに近い」

(23) ki	a kudz
̀kudz
̀ha. 「彼らの家はお互いに近い」

ms
rà「快適な」のように複数形容詞を作れないものもある。
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接尾辞 -a/-Ca による派生 接尾辞 -a/-Ca (母音の後ろで -a ，子音の後ろ
で -Ca; Cは語末子音と同じ)を付加して，「やや～な，より～な，～ぽい」と
いう，周辺的，もしくは比較を前提にした意味の形容詞を派生する。

(24) m
/g
l「黒い」

(25) m
/g
lla「黒っぽい」

(26) �	aakù「良い」

(27) �	aakka「やや良い」

(28) ms
rà「快適な」

(29) ms
ràà「より快適な」

rakka「小さい」， l
ffa「ぬるい」のように，この派生形と同じ音節構造
を持つ形容詞があるが，これらも -a による派生が可能である。

(30) rakkaa「やや小さい」

(31) l
ffaa「ややぬるい」

声調は直前の音節と同じだが，派生形が不規則な声調パターンをとる例も

ある。

(32) g
̀r「熱い」

(33) g
̀rra「ぬるい」

(34) mwumwàsu「すっぱい」

(35) mwùmwàssa/mwumwàssa「少しすっぱい」

比較，最上表現 比較の対象が明示されない場合は， -a/-Ca による派生形
容詞が比較級として機能する。比較の対象が明示されている場合は，形容詞

の原型がそのまま用いられる。最上表現は，「すべてより～だ」という形で表

され，特別な「最上級」は持たない。

(36) mbwa mad
̀n rakkaa ri? 「どの家がより小さい？」

(37) /
̀ni rakka ta /
̀ndâ. 「これはあれより小さい」

(38) mbwa ǹı rakka ta sha/. 「この家は一番小さい」

ta「～より」, sha/「全部」
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’wala「大きい」は例外で，比較に ’wallaka「とても大きい」という一種
の強調形を用いる。比較の対象が明示されないとき，および最上表現では原

型を用いる。

(39) tàwul na ’wala「大きなトカゲ」

(40) tàwul /
̀ni ’wallaka. 「このトカゲはもっと大きい/とても大きい」

(41) tàwul ǹı ’wal ta sha/. 「そのトカゲが一番大きい」

抽象名詞の派生 形容詞/動詞に接尾辞 -kwûr を付加して抽象名詞を派生す
ることができる。

(42) 	imi「悪い」 	imikûr「悪いこと」

(43) k
̀kafu「軽い」 k
̀kafukûr「軽さ」

(44) m
/g
l「黒い」 m
/g
lkûr「黒さ」

(45) /gàwa「病気の」 /gàwakûr「病気」

抽象名詞は主語の位置に立ったり，修飾されたりすることも可能。

(46) /gàwakûr-r-ni ǹı mwav
r. 「彼の病気は重い」

重複形容詞 重複形容詞は外来語 (?) を除き，すべて派生形であると推定さ
れる。ただし派生の基となった形が，単独ではすでに用いられていない例も

多い。

(47) g
̀rg
̀r「熱い，沸いている」 g
̀r「熱い」

CVC 音節を持つ語は，イデオフォンや副詞に多い。

(48) i wùt
̀ j̀ılki v̀ıw. 「私は飛行機がびゅうっと飛ぶのを見た」

(49) i wùt
̀ mfwayèr̀ı ha/ àkwa gàd̀ınà. 「私は庭でたくさんの樹を見た」

(49) の ha/「たくさん」は副詞とも形容詞とも解釈可能である。
kalkal「正確な」は，北部ナイジェリア～北部カメルーンで広く用いられ

ているが，どの言語に起源を持つかは不明。

kalkal (Kanuri) ”sameness, alikeness, exactness” (Cyffer 1991)

#yal#yal (Hausa) ”exactly” (Abraham 1962)

kalkal (Fulfulde-Northern Cameroon) ”ètre égal” (Noye 1989)

重複形容詞がさらに重複されることはない。
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名詞の重複による派生形容詞

(50) yimi「水」

(51) yimiyimi「水っぽい，湿った」

(52) h̀ı ǹı yimiyimi. 「この土地は水っぽい」

(53) ma�u「泥」

(54) ma�uma�u「泥んこ，濁った」

(55) yim
 ma�uma�u ǹı a sa wà. 「この濁り水は飲めない」

(56) una「塩」

(57) un’una「塩辛い」

(58) sukwar /
̀ni un’una. 「このスープはしょっぱい」

(59) /kyàr「若者」

(60) /kyàr/kyàr「若い」

(61) md
 na /kyàr/kyàr「若い人」

(62) hakcir̀ı「苔」

(63) hakcirhakcir̀ı「緑色の」

(64) 	ika ǹı hakcirhakcir̀ı. 「その鳥は緑色をしている」

動詞重複形の形容詞的用法 ブラ語では動詞の重複形を形容詞として使用す

る。それらの動詞は意味において起動相のものが多い1。

叙述用法では接尾辞 -ar̀ıを必要とする点に注意。

(65) halà「老いる」

(66) halhalà「老いた」

(67) md
 halhalà「老人」

(68) md
 /
̀ni halhalar̀ı. 「この人は老いている」

1動作動詞は重複により状態動詞を派生するが，その場合声調変化を伴う。

hwı̀「走る」
hwùhwi「走っている」
nz̀ı「居るようになる，はまる」
nz
̀nzi「座っている」
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(69) t
ksà「太る」

(70) t
ks
̀t
ksà「太った」

(71) mwàlà t
ks
̀t
ksà「太った女」

(72) tsa t
ks
̀t
ksar̀ı. 「彼女は太っている」

(73) ula「乾かす」

(74) ul’ula「乾燥した」

(75) k
lfà ul’ula「干し魚」

(76) k
lfà ǹı ul’ular̀ı. 「その魚は干からびている」

形容詞的概念を表現するその他の方法 前置詞/接続詞 ka「～とともに」を
用いる方法。ただし叙述用法のみ。

(77) b
̀rb
̂r「埃」

(78) ka b
̀rb
̂r「埃っぽい」

(79) v̀ı ǹı ka b
̀rb
̂r. 「この場所は埃っぽい」

(80) ma�u「泥」

(81) ka ma�u「泥んこ」

(82) làkwù n
̀ ka ma�u. 「この道はぬかっている」

2.3 関係節

ブラ語には関係詞が 2種あり，先行詞が関係節の主語になる場合 (na) と，
主語以外になる場合 (t
)で異なる。先行詞が主語になる場合，関係節内部に
は主語を必要としない。

(83) md
 na ka kw
bà. 「金持ち」

(84) md
 na t
̀rà dùna tsa k
̀t
̀ mwàlà-tlâ na àkwa b
̀ri /
̀ni. 「最も力の
強いものが，この群れの雌牛を引き継ぐのだ」

(85) swu t
 g
 hara ǹı gatà l
kwa s
li. 「お前のしたことを恥じるようにな
るぞ」

(86) bz
r t
 i wùt
̀ nahâ atà si 	
pâ. 「私が昨日見た少年が明日来る」
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(87) bz
r na rub
̀tali kàkà	ù atà si 	
pâ. 「昨日手紙を書いた少年が明日
来る」

na には，指示詞に前置され，指示されている対象を強調する働きがある。

(88) /
̀ni c
wàr. 「これは象です」

(89) na /
̀ni c
wàr. 「これが象です」

慣用的な例

(90) na ha/ ta sha/「多数派，過半数」
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